
学問基礎（森） 10 2017-11-27 

1. 選択の科学（運命か偶然か） 

 ちょっと私の言葉が足りなかったかもしれません！友達や
大学は偶然や運命なのでしょうか？それを選択だと考えるこ
とはできないでしょうか。授業でチラッとお話したように、
物理学的にはすべて必然であるように考えることもできます。 

 しかし、例えそうだったとして
も、自分の運命を予め知ることは
できません。だったら、自分が生
き生きするように考えましょう！ 
 下の3人が書いてくれたように、
自分が選んだ、と考えると力が湧
いてきませんか？ 

 タイトルは知っていまし
た。しかし、そのタイトル
で読む気がしませんでした。
コメントを読んで、私も読
んでみようと思いました！ 

 そういう場合は切実です。特に被害にあった当事者とその家族にとっては、とても深刻な問題です。今
回の授業で、アイエンガーが言っていることは、外部からの要因でいろいろな事が起こることについてで
はなく、そういった状況で、私たちが何を選択するか、ということです。ラルストンの腕が挟まれたこと
が、運命か、偶然か、それともラルストンが歩いた道を選択したからなのか、が重要なのではなく、腕を
挟まれたラルストンが、その後、どんな選択をしたかです。自分の一生を、加害者に被害を弁済させるこ
とに捧げる生き方も選択肢としてあります。しかし、そうでない選択もあります。 
 チラシを配布した映画「Canta! Timor」は東チモールの、まさにそのような話でした。インドネシア軍
にひどい目にあわされた住人たちの多くが、それを恨んでインドネシア人をののしる人生を生きるのでは
なく、前向きな自分達の人生を歩もうとする映画でした。 

 私はそれを、本を書くために東北でインタ
ビューしていたNさんから教えてもらったように
思います。自分でもできたことを私は選択しな
かった。それは私への評価につながることです。 

今、皆さんにできることは無数にあります。それをしない、ということも自分の評価につながることです。 
 ラルストンは、そんな中でも選べ
ることを示してくれましたし、私た
ちが好きなヒーロー物でも、やはり、 

最後の最後まであきらめないことを教えてくれていると思います。 

今後の予定： 

  [12] 12/11 : エネルギー 
  [13] 12/18 : 原子のエネルギー 
  [14] 01/15 : 科学とわたしたち 
  [─] 01/22 : 期末試験 
  [15] 01/29 : まとめ  



2. 選択の科学（選択のトレーニング） 
 選択の科学、とは、まさしく、そのような人のた 
             めの学問であると言え 
             るでしょう。 

 アイエンガーの選
択の科学の話は、選
択が力を与えてくれ
ることの他に、より
良い選択をするため
のトレーニング方法
を示してくれていま
す。トレーニング可
能だという主張です。 

  ぜひ、トレーニングすること
を考えてください！そしてトレー
ニングによって、皆さんらしい選
択ができるようになってほしいで
す。 

                                    いい指摘です！つまり、
選択日記等をつけなくても、十分トレーニングできるのではないか、という考えです。実は、さっくり省
略した部分で、アイエンガーが日記をつけるべき理由を述べています。記憶は、ときどき、自分の都合で
書き換えられてしまうし、記憶だけでなく、感情さえ、自分自身で誤解する場面がある、というのです。
詳細は、彼女の著書で勉強してみましょう。 

3. メメント・モリ(Memento Mori)  全くその通りで
す！死を基準にする
ことで何を選択すべ
きかの基準がわかる
ことがあります。 
 素晴らしい実践で
すね！ 
 Jobs のビデオの 
8:47 からも同じよ
うな話が語られます。  また私は、山下弘子さんの活動に注目しています。 

4. その他  指摘をありがとうございます！調べ
ると、指摘の通りでした。私は、
protest（抗議する・反対する）とか、
consistent（一致した/一貫性のある） 

などの単語がすぐに思い浮かびました。そもそも、pro の元の意味は「前に」で、con は「一緒に」です
から、そうした語源ではないと判断していたように思います。お詫びして訂正します。 


